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八木学校給食共同調理場（八木町鳥羽） 旧園部藩園部本陣

の
浚
渫
に
つ
い
て
も
府
で
現

況
調
査
を
実
施
中
。
指
摘
の

箇
所
を
含
め
府
に
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫の
要

望
を
す
る
。

中な
か
な
わ
て畷
古
墳
の
保
存
に
つ
い
て

　
　

府
内
で
も
珍
し
い
前

方
後
方
墳
で
、
大
変
貴
重
な

古
墳
で
あ
る
。
園
部
盆
地
に

我
が
国
で
も
最
も
古
い
時
代

の
埋
蔵
文
化
財
が
多
く
存
在

す
る
。
乱
開
発
防
止
の
た
め

市
で
保
存
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　

文
化
財
保
護
法
に

も
と
づ
き
、
市
の
貴
重
な
文

化
財
と
し
て
保
存
し
た
い
。

問教
育
長

　
　

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
、

36
億
円
の
巨
費
を
投
じ
た
。

費
用
対
経
済
効
果
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
う
。
計
画
図

を
見
る
と
本
町
新
町
線
が
東

に
延
伸
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
旧
園
部
藩
の
本
陣
な

ど
を
保
存
す
る
べ
き
で
あ

る
。
新
町
木
崎
線
を
実
施
す

る
の
か
、
し
な
い
の
か
市
長

に
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

街
中
を
拠
点
と
し

て
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
づ

く
り
を
検
討
中
。
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
は
緊
急
避
難
基
地
に

も
な
り
、
公
園
に
通
じ
多
目

問市
長

的
に
利
用
で
き
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
を
担
い
、
そ
の

効
果
は
大
き
い
。
ま
た
、
本

町
新
町
線
の
東
へ
の
取
り
合

い
区
間
以
外
の
事
業
化
の
予

定
は
な
い
。

土
木
関
係
、
川
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫を

　
　

陣
田
川
と
山
田
川
の

合
流
点
の
改
修
が
必
要
。
横

尾
川
と
陣
田
川
の
新
堂
地
内

の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫が
必
要
、
ま
た
、
新

堂
川
の
上
流
は
幅
が
あ
り
、

中
流
か
ら
幅
が
半
分
以
下
で

狭
い
。
以
前
に
決
壊
し
、
被

害
を
受
け
た
。
再
び
決
壊
が

心
配
さ
れ
る
。
早
急
な
改
修

問

を
。
新
堂
地
内
の
側
溝
が
経

年
劣
化
し
水
も
れ
が
あ
る
。

ぜ
ひ
改
修
を
。
府
道
亀
岡
園

部
線
の
越
方
橋
周
辺
の
桂
川

に
土
砂
が
堆
積
し
て
中
州
が

で
き
木
が
繁
茂
し
て
い
る
。

洪
水
を
考
え
る
と
き
浚
渫
が

必
要
。

　
　
　

陣
田
川
の
改
修
を

府
に
要
望
す
る
。
新
堂
川
の

断
面
不
足
は
認
識
し
て
い

る
。
緊
急
度
の
高
い
も
の
か

ら
対
応
す
る
。
新
堂
地
内
の

側
溝
も
横
尾
川
の
浚
渫
も
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
越
方
橋
周
辺

市
長

総合的に検討する
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活緑クラブ
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市長 事業化は予定にない市長

ファミリーサポート
事業の利用料の軽減を

都市計画図の未着手分の
事業実施はあるのか

　
　

市
の
保
有
地
で
処
分
、

活
用
が
で
き
ず
、
債
務
負

担
が
財
政
を
圧
迫
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
計
画
を

た
て
、
専
門
部
署
で
対
応

す
る
な
ど
、
有
効
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

　
　
　

公
有
財
産
処
分
検

討
委
員
会
の
提
言
に
よ
り
、

年
次
計
画
を
策
定
し
、
処

分
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
一
部
売
却

処
分
も
行
い
、
債
務
残
高

の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

工
場
用
取
得
用
地
は
、
厳

問市
長

し
い
状
況
で
は
あ
る
が
さ

ら
に
努
力
を
続
け
て
い
く
。

　
　

小
山
東
町
土
地
区
画

整
理
組
合
で
販
売
を
し
て

き
た
土
地
を
、
ま
ち
づ
く

り
基
金
1
億
9
千
万
円
で

買
い
戻
し
て
市
が
保
有
す

る
こ
と
が
、
将
来
に
と
っ

て
も
最
良
な
方
法
な
の
か
。

ま
た
、
他
の
市
街
地
ま
ち

づ
く
り
の
財
源
に
影
響
は

な
い
の
か
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
基

幹
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

行
政
負
担
軽
減
の
中
で
、

問市
長

組
合
施
行
と
し
て
取
り
組

ま
れ
て
き
た
。
市
と
し
て

の
課
題
で
も
あ
り
、
ま
ち

づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
、
基
金
を
活
用
し
て
買

い
戻
し
、
早
急
に
販
売
計

画
を
立
案
し
定
住
促
進
の

面
か
ら
も
販
売
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

高
齢
者
へ
の
福
祉
対
策

　
　

高
齢
化
社
会
が
進
む

中
で
、
お
年
寄
り
が
い
き

い
き
と
暮
ら
し
て
い
た
だ

け
る
た
め
の
重
点
施
策
と

し
て
、
高
齢
者
福
祉
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

問問

　
　
　

住
み
慣
れ
た
地
域

で
元
気
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
行
政
支
援
と

併
せ
て
、
地
域
で
支
え
あ

う
支
援
体
制
や
活
動
も
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

生
き
が
い
通
所
事
業
、
地

域
サ
ロ
ン
支
援
、
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
安

心
生
活
支
援
事
業
、
ま
た
、

交
通
対
策
な
ど
に
も
取
り

組
み
、
高
齢
者
福
祉
施
策

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

市
長

　
　

一
社
入
札
に
よ
る
高
落

札
率
が
想
定
さ
れ
る
に
も
関

わ
ら
ず
無
防
備
な
発
注
で
、

「
防
災
行
政
無
線
」
は
高
落

札
と
な
っ
た
が
、
競
争
原
理

を
働
か
せ
、
財
政
支
出
の
抑

制
に
努
め
て
い
る
自
治
体
が

多
い
。

　

市
長
は
、
自
ら
の
失
政
を

反
省
す
る
こ
と
な
く
筋
の
通

ら
な
い
答
弁
を
続
け
て
い

る
。

　

特
定
メ
ー
カ
ー
仕
様
と
言

わ
れ
た
事
な
ど
、
多
く
の
課

題
が
あ
る
一
連
の
契
約
執
行

問

に
、
天
の
声
を
感
じ
入
札
制

度
の
見
直
し
を
質
し
た
と
こ

ろ
、
６
月
議
会
で
改
善
の
必

要
性
が
示
さ
れ
た
が
、
具
体

的
な
改
善
策
を
伺
う
。

　
　
　

防
災
無
線
の
入
札

は
、
最
大
の
効
果
を
最
小
の

経
費
で
行
う
と
い
う
法
に

沿
っ
た
形
で
執
行
で
き
た
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　

一
社
入
札

の
結
果
99
・
６
７
％
と
言
う

高
落
札
率
と
な
っ
た
。
所
管

課
が
内
訳
書
の
調
査
、
並
び

に
談
合
の
疑
い
が
な
い
か
と

市
長

代
表
監
査
委
員

の
調
査
を
行
い
問
題
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
落
札
締
結
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

示
せ
な
い
積
算
根
拠

　
　

防
災
無
線
の
仕
様
書

に
は
、
特
定
メ
ー
カ
ー
仕
様

が
含
ま
れ
て
い
る
と
業
者
が

指
摘
し
て
い
る
中
で
の
、
一

社
入
札
で
、
落
札
者
の
内
訳

書
に
は
、
積
算
根
拠
を
示
す

細
目
書
が
な
い
、
積
算
の
根

拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の

に
、
何
を
根
拠
に
所
管
課
が

判
断
し
た
の
か
。

　
　
　

本
市
の
設
計
書
と
内

問部
長

訳
書
を
比
較
点
検
し
た
。

冷
え
込
む
本
市
の
経
済

　
　

農
林
業
、
建
設
業
を
初

め
と
す
る
中
小
零
細
企
業
の

低
迷
で
市
域
の
経
済
は
極
端

に
冷
え
込
ん
で
い
る
。
進
出

企
業
に
は
手
厚
い
支
援
が
あ

る
が
地
元
企
業
へ
の
支
援
は

削
減
さ
れ
た
。
支
援
に
は
緊

急
対
策
な
ど
手
法
は
あ
る
が

市
長
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　

国
の
経
済
対
策
交

付
金
事
業
な
ど
を
早
期
に
実

施
し
た
い
。

問市
長
市
長
市
長
市
長
市
長

厳しい状況であるが努力する 市長

保有地の有効な
処理と活用を

最小の経費で
最善の市民サービスを

法に沿った形で執行

活緑クラブ
松尾　武治 議員

市長

　
　

関
係
者
か
ら
は
、
利

用
料
が
負
担
と
な
り
、
利

用
し
に
く
い
と
い
う
声
が

あ
る
。
利
用
料
へ
の
補
助

金
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

利
用
料
等
、
制
度

的
な
問
題
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

中
学
校
給
食
は
早
期
に
実

施
す
べ
き

　
　

学
校
給
食
は
成
長
ざ

か
り
の
子
供
た
ち
に
と
っ

て
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
、
健
康
な
成
人
に

な
る
た
め
の
一
助
と
な
る
。

食
育
の
重
要
性
を
認
識
し

問市
長

問

て
い
る
の
な
ら
、
早
期
に

実
施
に
向
け
た
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

食
が
満
た
さ
れ

な
い
生
徒
の
状
況
把
握
に

努
め
つ
つ
、
今
後
望
ま
し

い
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
課
題

と
し
て
い
く
。

障
が
い
者
支
援
施
設
の
将

来
像
を
明
確
に

　
　

養
護
学
校
卒
業
後
の
、

進
路
先
が
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
支
援
施
設

の
充
実
の
た
め
中
・
長
期

的
な
計
画
を
早
急
に
立
て

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
所

教
育
長

問

見
を
伺
う
。

　
　
　

障
が
い
者
支
援
施

設
の
事
業
の
充
実
は
重
要

で
、
養
護
学
校
と
連
携
し

な
が
ら
で
き
る
限
り
努
力

す
る
。

障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
福
祉
施
設
を

　
　

障
が
い
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム

へ
の
、
市
の
独
自
支
援
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

専
門
的
な
知
識
、

経
験
を
持
っ
た
設
置
者
、

事
業
者
と
力
を
合
わ
せ
充

実
に
努
め
る
。

市
長

問市
長

ど
う
な
る
市
内
交
通
網

　
　

山
陰
線
複
線
化
工
事

の
完
成
の
時
期
が
せ
ま
っ

て
い
る
。
市
交
通
網
の
充

実
に
向
け
て
、
事
業
の
見

直
し
、
関
係
機
関
と
の
調

整
が
必
要
と
思
う
が
、
部

内
で
議
論
さ
れ
て
き
た
中

身
を
伺
う
。

　
　
　

有
償
交
通
、
福
祉

施
設
を
含
め
検
討
し
て
い

る
。
Ｊ
Ｒ
山
陰
線
の
複
線

化
後
の
ダ
イ
ヤ
が
公
表
さ

れ
次
第
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
、
来
春
か
ら
の

公
共
交
通
の
概
要
を
明
ら

か
に
す
る
。

問市
長
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